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【Ｑ－１７】

　道路橋示方書Ⅲ5.3.2(2)には、定着具を配置する際の留意点として、以下の記載がある。

　床版に定着突起を設置してＰＣ鋼材を定着する際に、何本までまとめて定着してよいか。

定着具は桁のウェブに設けることを原則とする。やむを得ない場合で定着具を上フランジ
下面、下フランジ上面、ウェブ側面又は横桁に設けたときは、定着具付近のコンクリートに
生じる局部的な応力が部材に与える影響を小さくするよう定着具付近の部材形状を適切
に定めるとともに、コンクリートに生じる引張力に対して抵抗できるよう鉄筋を配置する。

　また、外ケーブル構造の定着部は、橋梁全体の機能を確保するために重要な部分であり、ＰＣ鋼
材の緊張力を主桁コンクリートに円滑に伝達させる必要があるため、ＦＥＭ解析等によって検討す
るのがよい。

【Ａ－１７】

　一概に何本までまとめて突起定着してよいという決まりはないが、　定着部前面等に大きな引張
応力が生じることから、小容量(12S12.7程度)の内ケーブルについては、2本定着している事例があ
る。それ以上の場合は、予期せぬ応力集中が生じる可能性があるので、ＦＥＭ解析等で安全性を
確認するのがよい。

部材の中間に定着具を設ける場合においては、活荷重による応力変動の大きな点から十
分離れた断面の断面図心に近い位置か、圧縮部のコンクリートに定着することを標準とす
る。
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図-1 全幅にわたり定着させた例


